
５ 産業振興について 

（１）農業振興について 

問15 あなたは、町の農業振興について、今後どのような取り組みが必要だと思いますか。
【複数回答】 

▼ 

● 「地産地消の促進」、「担い手や後継者の育成」が上位を占める。 

● 職業別の農業では、「地産地消の促進」が第１位。 

 

農業の振興に必要な取り組みについては、「地産地消の促進」(37.5％)が第１位

に挙げられ、第２位が「担い手や後継者の育成」（31.8％）、第３位が「低農薬など

環境にやさしい農業の振興」（22.3％）と続き、以下、「地場特産品の開発、産地形

成の促進」（12.4％）、「体験農業、観光農業などの振興」（11.6％）などの順となっ

ている。なお、「現状のままでよい」は 7.3％であった。

職業別の農業でみると、第１位が「地産地消の促進」が(41.7％)、第２位が「低農

薬など環境にやさしい農業の振興」（25.0％）、第３位が「担い手や後継者の育成」及

び「農作業受委託等による経営規模の拡大」（同率 16.7％）となっている。［図表 38

参照］

 

図表 38 農業振興について（全体、農業／複数回答） 
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（２）商業振興について 

問16 あなたは、町の商業振興について、今後どのような取り組みが必要だと思いますか。
【複数回答】 

▼ 

● 「既存商店の活性化」、「共同店舗化等新たな商業核づくり」が上位を占め

る。 

● 職業別の卸小売業・飲食業では、「既存商店の活性化」が第１位。 

 

商業の振興に必要な取り組みについては、「既存商店の活性化」(26.9％) が第１

位に挙げられ、第２位が「共同店舗化等新たな商業核づくり」（23.3％）、第３位が

「イベント開催や販売促進対策の充実」（15.7％）と続き、以下、「大型店を中心に

した新しい商店街」（13.7％）、「多くの人が集まる観光施設の整備」（13.7％）など

の順となっている。なお、「現状のままでよい」は 19.7％であった。

職業別の卸小売業・飲食業でみると、第１位が「既存商店の活性化」(33.3％)、

第２位が「共同店舗化等新たな商業核づくり」(30.0％)、第３位が「新しい商業施

設の誘致」(20.0％)となっている。［図表 39 参照］

 

図表 39 商業振興について（全体、卸小売業・飲食業／複数回答） 
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（３）工業振興について 

問17 あなたは、町の工業振興について、今後どのような取り組みが必要だと思いますか。
【複数回答】 

▼ 

● 「雇用確保のため多様な業種の企業誘致」が第１位。次いで「工業用地の

確保による優良企業の誘致」が続く。 

● 職業別の製造業・建設業では、「雇用確保のため多様な業種の企業誘致」

が第１位。 

 

工業の振興に必要な取り組みについては、「雇用確保のため多様な業種の企業誘

致」(35.9％)が第１位に挙げられ、第２位が「工業用地の確保による優良企業の誘

致」（34.5％）、第３位が「工業用地の確保・企業誘致は反対」（16.5％）と続き、

以下、「既存企業の育成・振興」（15.1％）、「起業家への支援や新産業の開発・育成」

（15.1％）などの順となっている。なお、「現状のままでよい」は 20.8％であった。 

職業別の製造業・建設業では、「雇用確保のため多様な業種の企業誘致」(47.1％)

が第１位に挙げられ、次いで「工業用地の確保による優良企業の誘致」（35.8％）

が続く。［図表 40 参照］

 

図表 40 工業振興について（全体、製造業・建設業／複数回答） 
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